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１ 研究の目的 

１学期にメダカの勉強で、卵からふ化までの変化や飼育で、直射日光をさけることを学んだ。

その続きとして、猛暑の夏に元気に育てるには、どうしたらよいかを調べることにした。そこで、

メダカの水槽を置く場所を変えたり、水槽の中の設定を変えたりして調べてみることにした。 

研究には毎日の観察が必要だが、塾や家族旅行などでできないこともあるので、友だちと共同

研究をして協力し合うことにした。 

 

２ 研究の方法（観察は午前９時・午後４時） 

(1) 発泡スチロール箱と中の環境を決める。（４つの水槽内の環境条件を変える。） 

発泡スチロールの箱の大きさ    Ａ:水だけ    Ｂ:水と水草   Ｃ:山砂と水  Ｄ:水と水草と山砂 

 

(2) 水槽を置く場所を決める。（上記の４つの水槽内の環境で、下記の３ヶ所の場所で実験） 

 

 

 

 

 

西側車庫の中      樹木の下（半日かげ）     庭の中央（明るい） 

(3) 上記の(1)(2)の条件のもと、２週間の観察の記録（できごと）、気温と水温の記録、メダカの

死亡数、水槽の水の色変化について調べる。      表１ 

 

３ 研究の結果 

(1) 観察の記録（表１） 

○晴れの日が半分で、去年よりくもり、雨が多かった。 

○水槽の水の色が、だんだんこくなった。 

○台風９号の後、死ぬメダカが増えた。 

 

(2) ２週間の気温と水温（表２） 

○午後４時の気温は、どの場所も猛暑日をこえている。 

○午前９時は、ほとんど夏日の気温をこえている。 
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表２ 

○午後３時の気温は、ほとんど 30℃をこえ

ている。 

○気温・水温共に、しゃ光ネットの下が高

く、樹木の下は予想通り低い。 

 

(3) メダカの死亡数（表３） 

○一番気温・水温が高いのに死亡数が少な

いので、死亡の原因は気温・水温ではな

い。 

○しゃ光ネットの下の死亡数が少なかっ

たのは、一番日光が当たり、明るいとこ

ろであった。 

○樹木の下は、気温・水温は低く、一番涼

しいところだが、暗い（日光があまり当

たらない）ところの死亡数が多い。 

○水草が増えたＢとＤの死亡数が多かっ

た。 

表３ 

表４ 

(4) 水槽の水の色変化（表４） 

〇水と山砂、水だけの水槽が、グリーンウォータ

ーになりやすかった。 

〇山砂や水草があると、とう明な水が続いた。 

 

４ 研究の考察（わかったこと） 

○日光がほどよく当たる明るい場所の方が、元気に育つ。かげが多いところは、涼しくてもよく

ない。 

○水草が多くなると、死ぬメダカが多くなる。 

○気温や水温が上がった猛暑日でも、心配はいらない。 

○水草を入れておくと、グリーンウォーターになりにくい。 

○水槽の大きさに対して、メダカの数が多くても、飼い方しだいで元気に育つ。 


